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令和７年大津町消防出初め式令和７年大津町消防出初め式

新年に防火の誓い新年に防火の誓い

1幼年消防クラブの元気な分列行進　
2消防団員による通常点検　
3ラッパ隊の見事な吹奏　
4放水体験を一緒に
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熊本県消防協会長表彰
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熊本県消防協会菊池郡支部長表彰
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消防庁長官表彰
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消防団員は、火災や災害発生時に「地域を守りたい」という思いで、
消火活動、人命救助、避難誘導など、住民の生命財産を守るため

に日々活動している「非常勤特別職の公務員」です。
　熊本地震では多くの消防団員が出動し、災害対応・避難支援などを行
い「消防団の力」を発揮しました。
　しかしながら、消防団員数は全国的にも減少しており、大津町消防団
も総員492人（令和６年４月１日現在）と年々減少しています。
　大津町消防団は新たな消防団員の力を求めています。「自らの地域は
自らで守る」ために「安心できる将来の大津町をつくる」ために、ぜひ
あなたの力を消防団に貸してください。
　また、消防団員は男性だけでなく女性も活躍でき、女性消防団員も募
集しています。
　消防団に入りたいが、どうしたらいいか分からないときは
右の二次元コード「入団希望者連絡フォーム」をご利用くだ
さい。連絡フォームより送信後、役場からご連絡します。

消防団員の処遇
●年報酬
　団員：36,500円/年
　※階級により報酬額も変わります
●出動報酬
　～２時間　　　　2,000円/回　
　２時間～４時間　4,000円/回
　４時間～６時間　6,000円/回　　
　６時間～　　　　8,000円/回（最大）
●費用弁償
　出動１日につき2,200円
●災害補償
出動中の怪我などには公務災害補償が
受けられます。

●退職報償金
消防団に５年以上在籍して退職したと
きは、年数や階級に応じて退職報償金
が支給されます。

●問い合わせ
　役場防災交通課　防災消防係　☎096（285）5006
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消防団長からのメッセージ
　地域の皆さんには防災意識を常に持って、有事の際は個人でも迅速に命を守
る行動をとって頂きたいと思い、消防団は日頃より啓発活動や広報活動を行っ
ています。
　消防団の活動は火災の消火活動だけでなく、行方不明者の捜索のほか、大雨
や地震時は地域の巡回や避難支援を行い、台風通過後には地域状況や道路状況
を確認し、道路を塞いでいる軽微な倒木などは消防団で伐採、除去を行います。
このように、消防団としての活動は多種にわたります。これも行政だけに頼ら
ずにできることは、自分たちで行うという地元愛の精神で活動しています。
　大津町は人口が増加しています。しかしながら消防団員数は減少傾向です。
ここ数年は団員の負担軽減を行い活動時間の短縮が実現し、時代の流れにあっ
た活動へ変化させることを目標として頑張っています。今後も消防団活動へご
協力をお願いします。

令和７年大津町消防出初め式を１月19日、町運動公園
で開催しました。

　式では、金田町長の式辞、矢野団長の訓示に続き、消防
団員の日頃の訓練の成果を披露して競う「通常点検」と「機
械器具点検」を実施しました。競技の結果、第７分団が優
勝しました。そして、「分列行進」では、消防団員と町内
の保育園・幼稚園の幼年消防クラブが気迫のこもった行進
を披露し、幼年消防クラブの皆さんが元気に「防火の誓い」
を行いました。その後、スーパーローカルヒーロー「グラ
ンパワーヒノクニ」も応援に駆けつけ、園児や消防団員を
激励しました。今回は、初の試みとして「放水体験」を消
防団員が企画し、サポートしながら子どもたちに放水を体
験してもらいました。式後半は、消防団員の功績をたたえ
る表彰状授与を行いました。
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入団希望者
連絡フォーム

「地域を守りたい」
その熱い思いで活動する地域の勇士たち

大津町消防団員募集


